







































































































































































































簡「クム・マルテ Cum Marthe」で粘液説を冒  nefasとして否定して
いる*51。1209年、フグッキオはこの説について教皇に問い合わせた。教
皇の判断に従うが、多くの権威者がそう言っているのに、この見解は本当
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